
令和4年度後期版

No. 17 主な対象
乳幼児親子向け（児童館など）

小学生向け（あいキッズ、寺子屋など）

一般区民向け（町会・自治会・サークルなど）

タイトル

テーマ 身近な自然 形式 フィールドワーク

所要時間 1時間～1時間半 人数 30名～60名(要相談）

推奨
実施時期

講師・費用
エコポリスセンタースタッフ以外の専門講
師（ＮＰＯ法人センスオブアース・市民に
よる自然共生パンゲア）

講師派遣数 2～4名

ねらい・内容

依頼元に
ご用意いただく

材料等

①ブルーシートなど、人数に合わせて。
②ホワイトボードとボード用ペン（あれば）

講師側
準備物

①生きもの発見カードとシール
②紙芝居「原っぱのかくれんぼ大会」
③ふりかえりカード

依頼元に
必要な設備・機材

実施場所 公園・園庭・校庭など

依頼元
必要スタッフ数

打ち合わせ

その他

【対応時間】9時～17時
・電話かメールで連絡がとれるようにお願いいたします。ＮＰＯ法人センスオブアース・市民による自然共生パンゲアの
スタッフからご連絡差し上げます。場合によっては直接会場で下見・打ち合わせをさせていただきます。

講師謝礼につきましては、エコポリスセンターにて負担いたします。

★確定した【参加人数・班人数】を開催10日前までにご連絡ください。

＜エコポリスセンター　地域エコロジー講座　詳細メニュー＞

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、人数・実施場所については、三密（密集・密接・密閉）を
避ける対策を実施の上、お申し込みください。参加者はマスク着用、手指消毒等、新型コロナウイルス
感染症拡大防止にご協力ください。また、メニューによってはオンライン講座も実施しております(時間
短縮および内容に一部変更あり）。ご希望の方はご相談ください。

そっとのぞいてみてみよう～生きものさがし～

通年（特に春から秋を推奨）

■ねらい
身近な自然の中にいる生きものを見つけ、カードにシールを貼
り、なぜそこにいるのかを考える。生きものが生きていける環境
（食べもの・安全・雨風に当たらないところ・休めるところなど）を
考え、共有する。これから、生きものが生き続けられる環境を守
るにはどうするかを考える。

■内容
＜紙芝居＞
「原っぱのかくれんぼ大会」の読み聞かせ。身近な「生きもの」
に親近感を持ち、観察活動への意欲を高める。
＜自然たんけん＞
・身近な自然のなかにいる生きものを見つける。なぜ、そこにい
たか、理由を考える。
＜共有＞
・見つけた「生きもの」と、そこにいたわけを考えて、発表する
（食べもの・安全・雨風に当たらないところ・休めるところ等）。
＜行動目標＞生きものが生き続けられる環境を守るために、で
きることを考える。

参加者5名～10名につき1名（要相談）


